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皮膚科                                              医長 浅越 健治 

 

● 診療科の特色 

1） 皮膚腫瘍の診断・治療  

ダーモスコピー、皮膚超音波検査などの非侵襲的検査や生検によって診断を行います。疾患によ

っては他施設と連携して遺伝子診断も行います。特に悪性腫瘍では、画像診断や早期のリンパ節

転移を同定するセンチネルリンパ節生検などを用いて、病状や進行度を正確に把握したうえ過不足

のない適切な治療をこころがけます。外科的治療が中心となりますが、病状に応じて放射線療法、

化学療法も適用します。進行期の悪性黒色腫では分子標的薬、免疫チェックポイント阻害薬による

治療が行われます。 

2） 皮膚外科手術・処置  

外科的治療を要する皮膚疾患の治療に積極的に対応しています。良性および悪性の皮膚腫瘍、母

斑、重症軟部組織感染症、膿皮症、などが適応となります。 

3） 難治性皮膚疾患（自己免疫性水疱症、乾癬、掌蹠膿疱症、脱毛症、など）の診断・治療  

視診に加え、皮膚病理組織検査、蛍光抗体検査、血清学的手法などで診断します。遺伝性皮膚疾

患では他施設との連携のもとに遺伝子診断を行うこともあります。疾患によっては薬物療法のほか

理学療法（紫外線療法：PUVA, narrow-band UVB, エキシマライト, など）も併用して治療します。重

傷乾癬、関節症性乾癬、などでは生物学的製剤による治療が行われています。最近では難治性じ

んま疹、重症アトピー性皮膚炎、掌蹠膿疱症、化膿性汗腺炎にも生物学的製剤の適応が広がって

います。 

4） 皮膚病変を伴う全身性疾患の診断・治療   

膠原病、血管炎、血液疾患、など皮膚病変を伴う全身疾患の診断と治療に当たります。しばしば皮

疹が全身疾患診断の糸口になります。 

5） 他科疾患の皮膚合併症への対応   

皮膚感染症や薬疹など、他科領域の患者さんに生じた皮膚合併症や皮膚トラブルに対応し、検査、

診断と治療を行います。 

6） 皮膚科の救急的疾患への対応   

急性炎症性皮膚疾患、感染症（細菌、ウイルス）、など 

7） 新生児、小児皮膚疾患への対応  

皮膚炎、感染症（ウイルス、細菌）などの一般的疾患の他、遺伝性疾患、膠原病、などの診断と治

療に関わります。 

8） 皮膚病理診断   

皮膚病理診断に重点を置き、病理部と連携して正確な診断を心がけます。 

9） アレルギー検査   

パッチテスト、プリックテスト、MED(最小紅斑量)測定、など 

 

 

１． 主要手術（手術室で施行したもの） 年間手術件数：209件 

疾患名 症例数 

良性腫瘍、母斑 112 

悪性腫瘍 69 

細菌感染症 5 

皮膚潰瘍、褥瘡 等 5 

膿皮症 7 

その他 11 

 

 

２．入院主要疾患 臨床統計 年間入院件数：179件 

疾患名 症例数 

悪性腫瘍 51 

良性腫瘍、母斑 28 

細菌感染症 32 

ウイルス感染症 15 

水疱症、膿疱症 14 

薬疹、アレルギー 9 

皮膚炎・紅斑症・蕁麻疹 7 

膿皮症 6 

皮膚潰瘍、褥瘡 等 6 

熱傷・外傷 3 

膠原病・血管炎 2 

その他 6 

 

３．特殊検査法・治療 

疾患名 件数 

外来処置室での手術 80 

皮膚生検 368 

紫外線療法 334 

ダーモスコピー 360 

皮膚超音波検査 191 

パッチテスト 14 

プリックテスト 3 

MED測定 6 
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● 研究業績 

１．論文発表 

1) 陰茎包皮に切除範囲が及んだ男性外陰部乳房外パジェット病の包皮温存例の検討 

安富陽平、渡邊充希子、眞部恵子、浅越健治 

日本皮膚外科学会誌 24 1 74-75 2020年 9月 

2) 潜在性二分脊椎を伴った coccygeal padの 1例 

池田賢太、 松三友子、眞部恵子、浅越健治 

臨床皮膚科 74 11 853-85 2020年 10月 1日 

3) 皮膚悪性腫瘍診療ガイドライン第 3版 皮膚血管肉腫診療ガイドライン 2021 

藤澤康弘、浅越健治、増澤真実子、大塚篤司、内博史、松下茂人、秦洋郎、早川和重、古賀

弘志、菅谷誠 

日皮会誌 131 2 245-277 2021年 2月 20日 

 

２．学会、研究会 

1) 多中心性に病変を認めた男性外陰部乳房外 Paget病 3例の検討 

瀧川 充希子 

第 119回日本皮膚科学会総会 2020年 6月 4日 

2) 肺腺癌に対するラムシルマブ投与中に多発性毛細血管拡張性肉芽腫を生じた 1例 

眞部 恵子 

第 281回日本皮膚科学会岡山地方会 2020年 9月 6日 

3) Hyperkeratosis of the nipple and areola (nevoid form)の１例 

淺田 志乃舞 

第 281回日本皮膚科学会岡山地方会  2020年 9月 6日 

4) 外傷性神経腫と診断した女性外陰部有痛性結節の 1例 

眞部 恵子 

第 35回皮膚外科学会総会・学術大会 2020年 10月 17日 

5) 感染性心内膜炎に伴って発症し、ANCA陽性であった感染性血管炎の一例 

瀧川 充希子 

第 72回日本皮膚科学会西部支部学術大会 2020年 10月 25日 

6) 腎移植後に生じた移植後リンパ増殖性疾患の 1例 

眞部 恵子 

第 36回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 2021年 1月 8日 

7) 筋酵素の著明な上昇を認め壊死性筋膜炎と鑑別を要した丹毒 2例 

水田 康生 

第 282回日本皮膚科学会岡山地方会 2021年 1月 16日 

8) 顔面神経麻痺と声帯麻痺を合併した帯状疱疹の 1例 

瀧川 充希子 

第 282回日本皮膚科学会岡山地方会  2021年 1月 16日 

 

9) 長期にわたって増大し大型のサルコイド様肉芽腫性腫瘤を形成した BCG副反応の 1例 

淺田 志乃舞 

第 282回日本皮膚科学会岡山地方会 2021年 1月 16日 
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２．学会、研究会 

1) 多中心性に病変を認めた男性外陰部乳房外 Paget病 3例の検討 

瀧川 充希子 

第 119回日本皮膚科学会総会 2020年 6月 4日 

2) 肺腺癌に対するラムシルマブ投与中に多発性毛細血管拡張性肉芽腫を生じた 1例 

眞部 恵子 

第 281回日本皮膚科学会岡山地方会 2020年 9月 6日 

3) Hyperkeratosis of the nipple and areola (nevoid form)の１例 

淺田 志乃舞 

第 281回日本皮膚科学会岡山地方会  2020年 9月 6日 

4) 外傷性神経腫と診断した女性外陰部有痛性結節の 1例 

眞部 恵子 

第 35回皮膚外科学会総会・学術大会 2020年 10月 17日 

5) 感染性心内膜炎に伴って発症し、ANCA陽性であった感染性血管炎の一例 

瀧川 充希子 

第 72回日本皮膚科学会西部支部学術大会 2020年 10月 25日 

6) 腎移植後に生じた移植後リンパ増殖性疾患の 1例 

眞部 恵子 

第 36回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 2021年 1月 8日 

7) 筋酵素の著明な上昇を認め壊死性筋膜炎と鑑別を要した丹毒 2例 

水田 康生 
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8) 顔面神経麻痺と声帯麻痺を合併した帯状疱疹の 1例 

瀧川 充希子 
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9) 長期にわたって増大し大型のサルコイド様肉芽腫性腫瘤を形成した BCG副反応の 1例 

淺田 志乃舞 
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